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【20分間での実施用】



2

グループ分けをしよう

生活設計・マネープランゲームを体験する
グループ（班）をつくってください。



3

係を決めよう

（１）みんなの意見をまとめてカードを選ぶ班長
（２）金額を計算する計算係
（３）マネープランシートに記入する記録係
（４）思い出ポイントを管理する思い出係
（５）模擬通貨を管理する銀行係

（５）は、模擬通貨を使用しないときはいなくても大丈夫です。



4

カードは揃っていますか？

（１）収入カード （３枚）
（２）基本生活カード （３枚）
（３）人生の選択カード（１１枚）

（結婚）（子育て）（住居）（自動車）
（４）退職金カード （３枚）
（５）模擬通貨
（６）思い出ポイントカード

＊（５）、（６）は、使用しない場合は必要ありません。



5

キャリアカードを選ぼう

各グループで、自分たちがなり
たい仕事の「キャリアカード」

を１枚決めてください。

＊キャリアカードを使用しないときはこの作業は省略してください。



6

まず２０歳代の

人生を体験してみましょう！



7

収入カードを選ぼう

グループで話し合い、「収入カード」の中から、自
分たちが希望するカードを１枚だけ選んでください。

カードを選んだらグループのみんなが見えるところ
に置いてください。



8

基本生活カードを選ぼう

グループで話し合い、「基本生活カード」の中か
ら、自分たちが希望するカードを１枚だけ選んでく
ださい。

カードを選んだらグループのみんなが見えるとこ
ろに置いてください。



9

カードを選んだら
生活設計シートに

記録しよう

これから先に引くカードも同様に記録してください。



10

これで２０歳代の

収入と支出が決まりました。



11

収入と基本生活支出の
計算をしてみよう

グループで選んだ「収入カード」と「基本生活カード」
に書いてある「２０歳代の年間支出」の金額を見て、「計
算係」は２０歳～２９歳までの１０年間の収入と支出を計
算し、「記録係」はその結果をマネープランシートに書い
てください。



12

住居費を計算しよう
「基本生活カード」に書いてある「２０歳代の住居費」

の金額が皆さんのグループの住居費（家賃）になります。

計算係は２０歳～２９歳までの１０年間の住居費を計算
し、記録係はその結果をワークシートに書いてください。



13

思い出ポイントを数えよう
カードに書いてあるように、「収入カード」の収入レベ

ル③を選んだグループは２ポイント、「基本生活カード」
の基本生活レベル①を選んだグループは１ポイント、１０
年ごとに「思い出ポイント」がもらえます。記録係は２０
歳～２９歳の「思い出ポイント」をつけてください。

＊思い出ポイントは10年ごとに加算されます



14

貯蓄額を計算しよう
これまでに計算した収入から支出の額を引いて、２０歳

～２９歳までの貯蓄額を計算して、マネープランシートに
記録してください。

＊２０歳～２９歳の累積貯蓄額は、貯蓄額と同じ金額になります。



15

続いて、

３０歳で「人生の選択」を

体験しましょう。



16

「結婚カード」を選ぼう
グループで話し合い、「人生の選択カード」のうちの

「結婚カード」から、１枚だけカードを選んでください。

「結婚する」、「結婚しない」の２つの選択がありま
す。選んだカードはグループのみんなが見えるところに
置いてください。

「結婚カード」を選べるのはこの１回だけです。



17

「子育てカード」を選ぼう
「結婚する」を選んだグループのみ、グループで話し

合って「人生の選択カード」のうちの「子育てカード」
から、１枚だけカードを選んでください。
（カードは４種類あります）

選んだカードはグループのみんなが見えるように置い
てください。

「子育てカード」を選べるのはこの１回だけです。



18

「住居」カードを選ぼう
３０歳代で「借りて住む」を選んだグループのみ、改め

て「借りて住む」、「マンションを買う」、「一戸建てを
買う」のうちから、いずれかを選んでください。

「借りて住む」はどのグループも選ぶことができます。

買う場合には、一括で購入できる、もしくはローンの頭
金の分の貯蓄が必要です。



19

「住居」を買う場合
「マンションを買う」「一戸建てを買う」を選ぶグルー

プは、基本生活カードの種類に合わせた住居を買うことに
なります。

◆基本生活カード①のグループは「豪華」マンション・一戸建て
◆基本生活カード②のグループは「標準」マンション・一戸建て
◆基本生活カード③のグループは「お手ごろ」マンション・一戸建て

それぞれの住居の特徴と金額をよく確認してください。

「買う」を選ぶ段階で「頭金」の分、もしくは
「一括で買う」分の合計貯蓄額がある場合のみ選択
できます。今は買わず、後でお金を貯めてから買う
こともできます。

＊フリーターを選んだグループは「ローンで買う」を選ぶことができません。



20

一括か、ローンかを選ぼう！
「住居カード」で「マンションを買う」「一戸建てを買

う」を選んだグループは、それぞれ一括で買うか、ローンで
買うかを選びます。

ローンで買う場合は毎年の返済額のほか、「頭金」が必要
です。一括で買う場合は、全額支払える貯蓄額が必要です。

一括で買う
場合

ローンで買う場合
（頭金に注意！）



21

「借りて住む」の場合
「借りて住む」を選ぶグループは、基本生活カードに合

わせた家賃の住居に借りて住むことになります。

◆基本生活カード①のグループは年間家賃２,０００,０００円の住居
◆基本生活カード②のグループは年間家賃１,５００,０００円の住居
◆基本生活カード③のグループは年間家賃１,０００,０００円の住居

各グループで金額をよく確認してください。



22

今回の授業では
「自動車」の選択はしません

＊自動車の欄には何も書かずに進めてください＊自動車の欄には何も書かずに進めてください



23

これで３０歳代の

収支と思い出が決まりました。

収入と支出を計算しよう！



24

収入と支出を計算しよう
「収入」は、皆さんの「収入カード」の３０歳代の年収を見てください。



25

収入と支出を計算しよう
支出のうち、「基本生活支出」は皆さんの「基本生活カード」の

「３０歳代以降の年間支出」を見てください。



26

収入と支出を計算しよう
「家族の基本生活支出」は「結婚カード」と「子育てカード」の内容を

見て家族構成（配偶者がいるか、子どもは何人か）を確認して、計算して
ください。

「配偶者の年間支出＋「子どもの年間支出」＝家族の基本生活支出

「結婚する」を選んだグループは、３０歳代の時だけ
結婚資金として３００万円が必要になります



27

収入と支出を計算しよう
続いて住居費を計算します。

「借りて住む」を選んだグループは、自分の基本生活レベルに合わせ
た毎年の住居費（家賃）で計算してください。



28

収入と支出を計算しよう
「マンションを買う」・「一戸建てを買う」のうち、「ローンで買

う」を選んだグループは、買った家に合わせた毎年の住居費（ローン返
済額）を計算してください。なお、「ローンで買う」場合は「頭金」の
金額も計算してください。



29

収入と支出を計算しよう
「マンションを買う」「一戸建てを買う」のうち、「一括で買う」を

選んだグループは、カードに書いてある「一括で買う」場合の金額を
「住居購入費（一括）」の欄に書いてください。



30

思い出ポイントを
確認しよう

「思い出係」は「収入カード」、「基本生活カード」、「人生の選択
カード」と「イベント＆アクシデントカード」に書いてある内容に沿って、
３０歳代で獲得できる「思い出ポイント」を計算してください。

0    1

0    1    7    2   1     0
記載例



31

貯蓄額と思い出ポイントを
計算しよう

ここまでの収入と支出を計算して、３０歳～３９歳の貯蓄額と思い
出ポイントを出してください。

３０歳～３９歳までの貯蓄額と思い出ポイントが計算できたら、２
０歳～２９歳までの合計貯蓄額と思い出ポイントに加えて、合計貯蓄
額と累計思い出ポイントを計算して、記録してください。

＊合計貯蓄額がマイナスになっていたら、これからの生活設計に注意が必要です。



32

続いて４０歳代の

人生を体験して

収入と支出、思い出ポイント

を計算しよう！



33

「住居」カードを選ぼう
３０歳代で「借りて住む」を選んだグループのみ、改め

て「借りて住む」、「マンションを買う」、「一戸建てを
買う」のうちから、いずれかを選んでください。

「借りて住む」はどのグループも選ぶことができます。

買う場合には、一括で購入できる、もしくはローンの頭
金の分の貯蓄が必要です。



34

「住居」を買う場合
「マンションを買う」「一戸建てを買う」を選ぶグルー

プは、基本生活カードの種類に合わせた住居を買うことに
なります。

◆基本生活カード①のグループは「豪華」マンション・一戸建て
◆基本生活カード②のグループは「標準」マンション・一戸建て
◆基本生活カード③のグループは「お手ごろ」マンション・一戸建て

それぞれの住居の特徴と金額をよく確認してください。

「買う」を選ぶ段階で「頭金」の分、もしくは
「一括で買う」分の合計貯蓄額がある場合のみ選択
できます。今は買わず、後でお金を貯めてから買う
こともできます。

＊フリーターを選んだグループは「ローンで買う」を選ぶことができません。



35

一括か、ローンかを選ぼう！
「住居カード」で「マンションを買う」「一戸建てを買

う」を選んだグループは、それぞれ一括で買うか、ローンで
買うかを選びます。

ローンで買う場合は毎年の返済額のほか、「頭金」が必要
です。一括で買う場合は、全額支払える貯蓄額が必要です。

一括で買う
場合

ローンで買う場合
（頭金に注意！）



36

「借りて住む」の場合
「借りて住む」を選ぶグループは、基本生活カードに合

わせた家賃の住居に借りて住むことになります。

◆基本生活カード①のグループは年間家賃２,０００,０００円の住居
◆基本生活カード②のグループは年間家賃１,５００,０００円の住居
◆基本生活カード③のグループは年間家賃１,０００,０００円の住居

各グループで金額をよく確認してください。



37

収入と支出を計算しよう
「収入」は、皆さんの「収入カード」の４０歳代の年収を見てください。



38

収入と支出を計算しよう
支出のうち、「基本生活支出」は皆さんの「基本生活カード」の

「３０歳代以降の年間支出」を見てください。



39

収入と支出を計算しよう
「家族の基本生活支出」は「結婚カード」と「子育てカード」の内容

を見て家族構成（配偶者がいるか、子どもは何人か）を確認して、計算
してください。金額は３０歳代と同じ金額になります。



40

収入と支出を計算しよう
続いて住居費を計算します。

「借りて住む」を選んだグループは、自分の基本生活レベルに合わせ
た毎年の住居費（家賃）で計算してください。



41

収入と支出を計算しよう
「マンションを買う」・「一戸建てを買う」のうち、「ローンで買

う」を選んだグループは、買った家に合わせた毎年の住居費（ローン返
済額）を計算してください。なお、「ローンで買う」場合は「頭金」の
金額も計算してください。

３０歳代の時にすでに「頭金」を払っているグループは、４０歳代で
の支払いの必要はありません。



42

収入と支出を計算しよう
「マンションを買う」「一戸建てを買う」のうち、「一括で買う」を

選んだグループは、カードに書いてある「一括で買う」場合の金額を
「住居購入費（一括）」の欄に書いてください。

３０歳代の時に、すでに一括で購入しているグループは、４０歳代で
の住居費の支払いはありません。



43

思い出ポイントを
確認しよう

「思い出係」は「収入カード」、「基本生活カード」、「人生の選択
カード」と「イベント＆アクシデントカード」に書いてある内容に沿って、
４０歳代で獲得できる「思い出ポイント」を計算してください。

0    1

0    1    7    2   1     0

0    1    7    2   1     3
記載例



44

貯蓄額と思い出ポイントを
計算しよう

ここまでの収入と支出を計算して、４０歳～４９歳の貯蓄額と思い
出ポイントを出してください。

４０歳～４９歳までの貯蓄額と思い出ポイントが計算できたら、３
０歳～３９歳までの合計貯蓄額と思い出ポイントに加えて、合計貯蓄
額と累計思い出ポイントを計算して、記録してください。

＊合計貯蓄額がマイナスになっていたら、これからの生活設計に特に注意が必要です。



45

続いて５０歳代の

人生を体験して

収入と支出、思い出ポイント

を計算しよう！



46

「住居」カードを選ぼう
４０歳代で「借りて住む」を選んだグループのみ、改め

て「借りて住む」、「マンションを買う」、「一戸建てを
買う」のうちから、いずれかを選んでください。

「借りて住む」はどのグループも選ぶことができます。

買う場合には、一括で購入できる、もしくはローンの頭
金の分の貯蓄が必要です。



47

「住居」を買う場合
「マンションを買う」「一戸建てを買う」を選ぶグルー

プは、基本生活カードの種類に合わせた住居を買うことに
なります。

◆基本生活カード①のグループは「豪華」マンション・一戸建て
◆基本生活カード②のグループは「標準」マンション・一戸建て
◆基本生活カード③のグループは「お手ごろ」マンション・一戸建て

それぞれの住居の特徴と金額をよく確認してください。

「買う」を選ぶ段階で「頭金」の分、もしくは
「一括で買う」分の合計貯蓄額がある場合のみ選択
できます。今は買わず、後でお金を貯めてから買う
こともできます。

＊フリーターを選んだグループは「ローンで買う」を選ぶことができません。



48

一括か、ローンかを選ぼう！
「住居カード」で「マンションを買う」「一戸建てを買

う」を選んだグループは、それぞれ一括で買うか、ローンで
買うかを選びます。

ローンで買う場合は毎年の返済額のほか、「頭金」が必要
です。一括で買う場合は、全額支払える貯蓄額が必要です。

一括で買う
場合

ローンで買う場合
（頭金に注意！）



49

「借りて住む」の場合
「借りて住む」を選ぶグループは、基本生活カードに合

わせた家賃の住居に借りて住むことになります。

◆基本生活カード①のグループは年間家賃２,０００,０００円の住居
◆基本生活カード②のグループは年間家賃１,５００,０００円の住居
◆基本生活カード③のグループは年間家賃１,０００,０００円の住居

各グループで金額をよく確認してください。



50

収入と支出を計算しよう
「収入」は、皆さんの「収入カード」の５０歳代の年収を見てください。



51

収入と支出を計算しよう
支出のうち、「基本生活支出」は皆さんの「基本生活カード」の

「３０歳代以降の年間支出」を見てください。



52

収入と支出を計算しよう
「家族の基本生活支出」は「結婚カード」と「子育てカード」の内容

を見て家族構成（配偶者がいるか、子どもは何人か）を確認して、計算
してください。金額は３０歳代と同じ金額になります。



53

収入と支出を計算しよう
続いて住居費を計算します。

「借りて住む」を選んだグループは、自分の基本生活レベルに合わせ
た毎年の住居費（家賃）で計算してください。



54

収入と支出を計算しよう
「マンションを買う」・「一戸建てを買う」のうち、「ローンで買

う」を選んだグループは、買った家に合わせた毎年の住居費（ローン返
済額）を計算してください。なお、「ローンで買う」場合は「頭金」の
金額も計算してください。

３０歳代、４０歳代の時にすでに「頭金」を払っているグループは、
５０歳代での支払いの必要はありません。



55

収入と支出を計算しよう
「マンションを買う」「一戸建てを買う」のうち、「一括で買う」を

選んだグループは、カードに書いてある「一括で買う」場合の金額を
「住居購入費（一括）」の欄に書いてください。

３０歳代、４０歳代の時に、すでに一括で購入しているグループは、
５０歳代での住居費の支払いはありません。



56

思い出ポイントを
確認しよう

「思い出係」は「収入カード」、「基本生活カード」、「人生の選択
カード」と「イベント＆アクシデントカード」に書いてある内容に沿って、
５０歳代で獲得できる「思い出ポイント」を計算してください。

0    1

0    1    7    2   1     0

0    1    7    2   1     3

0    1    7    2   1     2 

記載例



57

貯蓄額と思い出ポイントを
計算しよう

ここまでの収入と支出を計算して、５０歳～５９歳の貯蓄額と思い
出ポイントを出してください。

５０歳～５９歳までの貯蓄額と思い出ポイントが計算できたら、４
０歳～４９歳までの合計貯蓄額と思い出ポイントに加えて、合計貯蓄
額と累計思い出ポイントを計算して、記録してください。

＊合計貯蓄額がマイナスになっているグループは、生活設計に問題がありませんか？
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５９歳までの人生が

体験できました。

６０歳で退職を迎えます。
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退職金を決めよう
「班長」が代表して、書いてある内容が分からない

よう裏返した「退職金カード」（３種類）から、１枚
だけカードを引いてください。

カードには「退職金なし」、「退職金あり（５０歳
代の年収１年分）」、 「退職金あり（５０歳代の年収
２年分）」 のいずれかが書いてあります。カードの指
示に沿って、退職金額を計算し、記録してください。

残念ながら、クリエイター、プロスポーツ選手、タレント・俳優・歌手、農業・漁業・林業、
フリーターを選んだグループは退職金をもらうことができません。

＊
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ローンの残りを払おう
住宅ローンは３０年間で支払うことになっています。

４０歳、５０歳の段階で一戸建て、マンションをロー
ンで買ったグループは、６０歳の段階で、ローンの残り
の金額を一括で支払ってください。

＊４０歳で買った場合は１０年分、５０歳で買った場合は２０年分残っています
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６０歳以降の住居を選ぼう
６０歳以降の人生でどのような住居に住むかを選択することがで

きます。

退職金も含めて、一戸建て・マンションを一括で買える合計貯蓄
額がある場合に限り、新たに一括で住居を買うことができます。

その場合に限り、６０歳代で「住居の思い出ポイント」を獲得す
ることができます。ここでは好きな住居が選べますので、これまで
の貯蓄額をよく見て、検討してください。

「借りて住むままでよい」、「３０～５９歳までの間に買ったマ
ンション・一戸建てにそのまま住む」場合は、何もする必要はあり
ません。
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結果をまとめてみよう①
退職金の金額と６０歳以降の住居が決まったことで、

６０歳までの人生が体験できましたので、結果をまとめ
ます。

①６０歳の段階での合計貯蓄額

②６０歳の段階での累計思い出ポイント

を書いてください。
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結果を考えるポイント
思い出ポイントがたくさん貯まる、思い出の詰まった人生
になったかな？

結婚や子どもの人数、家は自分の思い描いていたような選
択になったかな？

途中で累積貯蓄額がマイナスになったりしなかったかな？

６０歳の段階できちんと貯蓄ができたかな？

１時間目のゲームで体験した人生と比べて、どのような点
が違ったかな？

①

②

③

④

⑤
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結果をまとめてみよう②
体験した人生を振り返ってみて、どのような人生だっ

たかをグループで話し合い、よかった点、悪かった点な
ど、反省点を書いてみてください。


